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今年も春がやってきましたね。
今年の冬は北海道でスキーをしたり、初

めてのマラソンに挑戦したりと、冬のスポーツ
を満喫したので、冬が終わってしまうのを少し
寂しく感じていますが、それでもやっぱり春が
くるのは楽しみです。
　日本の春と言えば桜ですね。今年も多くの方
がお花見にでかけられるのではないでしょう
か。アメリカのワシントンにも世界の名所の一
つになっている桜並木があります。毎年３月末
から４月の始めにかけて「桜祭り」が開催され

ており、多くの観光客が訪れています。この桜
は日本にとても縁があり、明治時代の終わりに
東京市長からプレゼントされた桜なのです。今
でも日米友好のシンボルとして、多くの人に親
しまれています。アメリカに行かれる方は一度
3,700本もの桜が咲く並木道を歩いてみてはど
うですか。
　ところで、春には花粉に悩まされている人も
多いのではないでしょうか。オレゴン州でも、
農業が盛んで植物もたくさんあるので、ものす
ごく花粉が飛んでいます。今まで花粉症ではな
かった人が、オレゴン州に来たら花粉症になっ
てしまうほどです。なので、オレゴン州に住ん
でいる日本人の友達は、いつも花粉症で辛そう
にしていました。私は花粉症ではないのですが、
花粉症のみなさんにとってはまだまだ辛い日々
が続くと思います。予防・対策をしっかりとし
て、今年の春を乗り切ってください。
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